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―　その他詳細は、 下記までお問合せください　―

１ ２

５ ６

８７

ビーナネットＣｈｉｎｏ 茅野レガシー ～未来に残したい茅野遺産～

先人が築き、 現代まで守り受け継がれてきた 「茅野市の素晴らしいもの」 を

紹介する 『茅野レガシー』。

今回の動画では、 「大塚古墳のまが玉」 と 「疱瘡神塚古墳の

子持高坏」 をご紹介しています。 QRコードから動画をご覧い

ただけます。

諏訪の古墳

１０月５日 （日） １３時３０分～１５時

児玉利一氏 （諏訪市博物館学芸員）

日時

講師

４

３

文化財活用センターと国立博物館および文化財

研究所が、 地方創生・観光振興に寄与すること

などを目的として、 国内各地のミュージアムに対

して、 各地域ゆかりの所蔵品を貸し出す事業で

す。 今回は、 東京国立博物館から、 疱瘡神塚古

墳で出土した９点が貸し出されました。

？？ ？？貸与促進事業とは？

？？ ？？

●場所　八ヶ岳総合博物館

●参加費　通常入館料 （４００円）　　

●申込　申し込みが必要です。 (詳細は八ヶ岳総合博物

館までお問合せください）

講演会の開催！

１２月１４日 （日） １３時３０分～１５時

笹生衛氏 （國學院大学教授）

日時

講師

古墳時代の祭祀と諏訪上社

※講演会のタイトルは変更する場合があります。

古墳について知る特別な講演会。 古墳の魅力にふれて

みませんか？

神長官裏古墳・疱瘡神塚古墳・塚屋古墳・蛇塚古墳などを歩きながらご案内！

●日時　１０月１３日 （月・祝） ８時３０分～正午

●集合場所　八ヶ岳総合博物館

●参加費　５００円 （資料代）

●定員　20名　　

●申込　９月２０日（土）９時から受付開始。八ヶ岳総合博物館までお電話ください。

―　１１月に、 第２弾 『上川河床周辺と永明寺山の古墳を巡る』 を開催予定です！　―

ウォークイベント『守屋山麓の古墳を巡る』

企画展や関連イベントの問合せ先　 八ヶ岳総合博物館　☎７３-０３００

114年振りの帰郷を記念

茅野の古墳を再発見！
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そ
も
そ
も
古
墳
と
は
？

　古
墳
と
は
、
主
に
日
本
の
古
墳
時
代

｟３
世

紀
末
～
７
世
紀
｠
に
つ
く
ら
れ
た
墳
墓
｟お
墓
｠

を
指
し
ま
す
。

　多
く
は
当
時
の
豪
族
ら
有
力
者
の
た
め
に
作

ら
れ
た
お
墓
で
あ
り
、
そ
の
形
状
は
、
円
墳
・

方
墳
・
前
方
後
円
墳
な
ど
様
々
な
形
状
の
も

の
が
日
本
各
地
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

茅
野
市
域
の
古
墳
に
つ
い
て

　茅
野
市
域
は
湖
北
地
域

｟岡
谷
市
・
下
諏

訪
町
域
｠
と
並
び
、
諏
訪
地
域
内
で
も
多
数

の
古
墳
群
が
形
成
さ
れ
た
地
域
で
す
。
茅
野

市
西
南
部
の
守
屋
山
麓
の
峰
上
に
築
か
れ
た

狐
塚
古
墳
に
始
ま
り
、
群
馬
県
域
と
の
交
流

を
示
唆
す
る
独
特
の
石
室
を
有
す
る
疱
瘡
神

塚
古
墳
、
王
権
に
仕
え
た
「舎
人
」
た
ち
の
地

位
を
物
語
る
華
麗
な
武
具
を
出
土
し
た
蛇

塚
、
釜
石
古
墳
、
多
数
の
馬
具
を
は
じ
め
と

し
た
豪
華
な
副
葬
品
が
出
土
し
た
大
塚
古
墳

な
ど
、
小
規
模
な
が
ら
豊
か
な
歴
史
を
物
語

る
古
墳
が
、
今
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
く
か
ら
人
々
の
関
心
を
集
め
る
存
在

　こ
れ
ら
古
墳
は
、
古
く
か
ら
地
域
の
人
々
の

関
心
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
「
火
の

雨
が
降
っ
た
時
に
逃
げ
込
ん
だ
」
と
い
う
火
雨

伝
説
が
残
さ
れ
て
い
る
古
墳
、
墳
頂
部
に
一

族
の
氏
神
の
祠
が
た
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

古
墳
な
ど
、
地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
特
別
視
、

神
聖
視
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　近
世
に
入
る
と
、
古
墳
は
学
問
的
な
関
心
の

対
象
と
な
り
、
特
に
大
塚
、
姥
塚
、
王
経
塚

の
３
古
墳
は
優
れ
た
古
墳
と
し
て
、
そ
の
被
葬

者
に
つ
い
て
様
々
な
説
が
登
場
し
ま
し
た
。

古
墳
の
破
壊
と
新
た
な
発
見

　数
世
紀
に
わ
た
っ
て
地
域
内
で
存
在
感
を
発

揮
し
た
古
墳
で
す
が
、
明
治
時
代
以
降
、
こ

れ
ら
の
古
墳
は
開
発
等
に
伴
い
、
次
々
に
壊

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
次
ペ
ー
ジ
に
紹
介
し
て

い
る
大
塚
古
墳
も
、
道
路
整
備
や
石
材
の
利

用
の
た
め
に
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。

　し
か
し
、
そ
の
な
か
で
も
郷
土
史
家
や
教
員

ら
に
よ
り
こ
れ
ら
古
墳
や
そ
の
出
土
遺
物
が
記

録
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
遺
物
の
多
く
が
地
元
団
体

等
に
よ
っ
て
現
在
ま
で
保
存
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
取
り
壊
さ
れ
た
こ

と
で
、
古
墳
に
眠
っ
て
い
た
出
土
品
が
明
ら
か

と
な
り
、
多
く
の
人
々
の
関
心
を
集
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

ユ
ニ
ー
ク
な
出
土
品
に
つ
い
て

　市
内
の
古
墳
か
ら
は
、
様
々
な
遺
物
が
出

土
し
て
い
ま
す
。
右
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

１
～
８
の
写
真
は
、
今
回
貸
与
促
進
事
業
に

よ
っ
て
帰
郷
す
る
遺
物
の
写
真
で
あ
り
、
全
て

疱
瘡
神
塚
古
墳
か
ら
出
土
し
た
品
で
す
。

　ま
た
、
同
古
墳
か
ら
は
、
非
常
に
珍
し
い

「
子
持
高
坏

｟
子
持
器
台
と
も
い
う
｠
」
も
出

土
し
、
大
塚
古
墳
か
ら
は
、
ま
が
玉
や
馬
具

な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
出
土
品
が
多
く
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
近
年
も
永
明
寺
山
古
墳
の
発

掘
に
よ
り
銀
象
嵌
装
飾
大
刀
が
出
土
す
る
な

ど
、
新
た
な
発
見
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
、
市
内
の
古
墳
か
ら
は
多
彩
で

歴
史
的
価
値
に
富
ん
だ
品
が
数
多
く
出
土
し

て
い
ま
す
。
次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
ん
な
ユ
ニ
ー

ク
な
出
土
品
に
加
え
、
歴
史
的
背
景
を
持
つ

古
墳
に
つ
い
て
一
部
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

上  金銅装頭椎大刀(蛇塚古墳から出土）

下  獅噛環頭大刀柄頭 （釜石古墳から出土）

こんどうそうかぶつちのたち

しがみかんとうたちつかがしら

八ヶ岳総合博物館内の古墳時代の展示

茅野で見つかった副葬品を多数展示中

今年度、国立文化財機構所蔵品貸与促進事業に採択され、

明治時代に発掘された宮川高部区の疱瘡神塚古墳の出土品９点が

１１４年ぶりに茅野市に帰郷し、

八ヶ岳総合博物館にて企画展が開催されます。

広報ちのでも、「茅野は縄文だけでなく、古墳も面白い！」

ということを特集を通してお届けします。
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ー
ジ
で
は
、
そ
ん
な
ユ
ニ
ー

ク
な
出
土
品
に
加
え
、
歴
史
的
背
景
を
持
つ

古
墳
に
つ
い
て
一
部
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

上  金銅装頭椎大刀(蛇塚古墳から出土）

下  獅噛環頭大刀柄頭 （釜石古墳から出土）

こんどうそうかぶつちのたち

しがみかんとうたちつかがしら

八ヶ岳総合博物館内の古墳時代の展示

茅野で見つかった副葬品を多数展示中

今年度、国立文化財機構所蔵品貸与促進事業に採択され、

明治時代に発掘された宮川高部区の疱瘡神塚古墳の出土品９点が

１１４年ぶりに茅野市に帰郷し、

八ヶ岳総合博物館にて企画展が開催されます。

広報ちのでも、「茅野は縄文だけでなく、古墳も面白い！」

ということを特集を通してお届けします。

と
ね
り

き
つ
ね
づ
かか

ま
い
し

う
ば
づ
か

お
う
ぎ
ょ
う
づ
か

づ
か

へ
び

こ 

も
ち
た
か
つ
きぎ

ん
ぞ
う
が
ん
そ
う
し
ょ
く
た
ち

こ 

も
ち 

き 

だ
い

ほうそうがみづか こ ふん

つか や
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茅野の古墳はとてもユニーク！
　市内に点在している古墳は非常にユニークな歴史を持つものばかりです。しかし、地域の中にある古墳
には人々から忘れられてしまったものもあります。ここでは、企画展と合わせて、地域の新たな魅力を創出
する機会となるよう、企画展とも関連が深い古墳についてご紹介します。

企
画
展

●場所　茅野市八ヶ岳総合博物館

●特別協力　独立行政法人国立文化財センター、 東京国立博物館

●料金　通常入館料 （４００円）

【ギャラリートーク （申込不要）】　場所：八ヶ岳総合博物館

・１０月１０日㈮　①１０時３０分～１１時３０分　②１３時３０分～１４時３０分

・１１月２２日㈯、 ３０日㈰　両日とも１１時３０分～

古墳の茅野 ‒ 地域のなかの古墳 ‒
10月4日（土）～12月14日（日）

大
塚
古
墳（
跡
）

大塚古墳跡に建てられた過去の社殿

1_疱瘡神塚古墳より出土した 『子持高坏』

（器台の上に蓋付きの坏が５つのっている。 出土当

時は坏が１個、 蓋が２個のみ残っていたが、 器台に

跡が５個あったことで、 現在の形に復元。）　2_古墳

の上部にある疱瘡神を祀った祠　3_調査時に作成

された古墳の平面図　4_現在の古墳の様子 （大き

な岩は天井岩の一部で、 特徴的なT字形の石室

も確認できる。）

現在の社殿跡地 （仲町の交差点）

疱
瘡
神
塚
古
墳

 
ほ 

う  

そ 

う  

が 

み  

づ 

か 

出典：ColBase(https://colbase.nich.go.jp/)

出典：鳥居龍蔵 『諏訪史』 第１巻　大正13年 （1924年）

天井岩 羨道

1_大塚古墳出土のまが玉などの玉類を組

み合わせた首飾り　2_大塚神社跡に残る

石碑　3_仲町区民館内の大塚神社の社

殿　4_大塚古墳より出土した馬具の一部

茅野市塚原林野利用農業協同組合寄託 茅野市塚原林野利用農業協同組合寄託

文化財課　文化財係

担当者の推しポイント!

玄室

担当者の推しポイント!

企画展では、 レプリカの写真も展

示します。 ぜひ、 当時の人々の驚

きを想像してみてください。 堀川　洸太朗さん

文化財課　博物館係

南澤　侑李さん

茅野市塚原林野利用農業協同組合寄託
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１

2

4

3

2

4

3

疱
瘡
神
塚
古
墳
の
概
要

　宮
川
高
部
に
あ
る
古
墳
で
、
熊
野
堂
墓
地

の
南
側
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
草

木
や
堆
積
土
に
覆
わ
れ
て
、
全
容
を
確
認
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
墳
丘
が
残
り
つ

つ
も
古
墳
上
部
は
失
わ
れ
、
横
穴
式
石
室
が

露
出
し
て
い
ま
す
。

　石
室
は
全
長
5
・
5
ｍ
の
T
字
形
で
、
羨
道

と
呼
ば
れ
る
石
室
の
入
口
の
先
に
、
垂
直
に

玄
室

｟
遺
体
が
安
置
さ
れ
る
部
屋
｠
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
古
墳
上
部
に
は
、

古
墳
の
名
前
の
由
来
で
も
あ
る
疱
瘡
神
を

祀
っ
た
祠
が
あ
り
ま
す
。

出
土
品
に
つ
い
て

　出
土
品
に
は
、
碗
や
坏
、
鉄
製
の
轡
な
ど

が
あ
り
、
重
要
美
術
品
と
し
て
認
定
さ
れ
、

現
在
、
東
京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い

ま
す
。

　中
で
も
代
表
的
な
子
持
高
坏
と
い
う
須
恵

器
は
、
形
が
非
常
に
特
徴
的
で
、
古
墳
で
執

り
行
わ
れ
た
ま
つ
り
の
際
に
、
食
べ
物
を
入

れ
る
た
め
の
器
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
た
経
緯

　明
治
４３
年
、
杖
突
街
道
の
修
繕
工
事
が
行

わ
れ
た
際
に
、
架
け
橋
の
平
石
が
必
要
に
な

り
、
近
隣
に
あ
っ
て
既
に
石
室
が
露
出
し
て

い
た
こ
の
古
墳
を
発
掘
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
発
掘
の
際
に
、
子
持
高
坏
な
ど

の
資
料
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　明
治
４３
年
６
月
に
、
長
野
県
知
事
か
ら
宮

内
省
に
報
告
を
す
る
と
、
発
掘
品
を
差
し
出

す
よ
う
指
示
が
あ
り
、
明
治
４４
年
に
東
京
帝

室
博
物
館

｟現
在
の
東
京
国
立
博
物
館
｠
に

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

大
塚
古
墳
の
歴
史

　大
塚
古
墳
は
、
J
R
茅
野
駅
の
周

辺
に
あ
る
上
川
河
床
古
墳
群
の
一
つ

で
、
茅
野
駅
西
口
か
ら
南
へ
約
３
０
０

ｍ
進
ん
だ
踏
切
際
に
あ
り
ま
し
た
。

　し
か
し
、
明
治
２４
年
に
道
路
の
石
材

を
得
る
た
め
に
、
古
墳
の
発
掘
が
行

わ
れ
、
発
掘
が
終
わ
る
と
、
大
塚
古

墳
の
跡
地
は
大
塚
神
社
と
な
り
、
社

殿
と
石
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
駅
前
の
開
発
に
伴
い
、
社

殿
は
仲
町
区
民
会
館
の
そ
ば
へ
移
転

し
、
か
つ
て
の
社
殿
跡
地
に
は
、
石
碑

の
み
が
残
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
踏

切
前
の
跡
地
で
は
、
そ
の
石
碑
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　左
２
枚
の
写
真
は
、
か
つ
て
大
塚

古
墳
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
社
殿
と
現

在
の
仲
町
の
交
差
点
の
写
真
に
な
り

ま
す
。

企
画
展
に
つ
い
て

　企
画
展
で
は
、
茅
野
市
域
に
築
造

さ
れ
た
古
墳
の
地
域
的
特
徴
と
い
う

観
点
か
ら
、
そ
の
被
葬
者
や
社
会
的

背
景
に
迫
っ
て
い
き
ま
す
！

　ま
た
、
従
来
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
茅
野
市
域
の
古
墳
時
代
の

造
形
美
術
の
品
々
を
多
数
展
示
い

た
し
ま
す
。

　茅
野
は
、
縄
文
時
代
に
と
ど
ま
ら

ず
、
古
墳
時
代
の
重
要
な
発
見
も
相

次
ぐ
、
歴
史
の
魅
力
が
凝
縮
さ
れ
た

エ
リ
ア
で
す
。
そ
ん
な
茅
野
の
発
見
を

企
画
展
で
覗
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

出
土
品
に
つ
い
て

　大
塚
古
墳
か
ら
は
、
直
刀
・
刀
装
具
・

馬
具
・
銅
鋺
な
ど
の
副
葬
品
や
、
ま

が
玉
等
が
出
土
し
ま
し
た
。
特
に
銅

鋺
は
、
全
国
的
に
み
て
も
出
土
例
の

少
な
い
貴
重
な
も
の
で
す
。

　ま
が
玉
は
２１
点
出
土
し
、
材
質
も
メ

ノ
ウ
・
水
晶
・
滑
石
と
複
数
の
石
材
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
塚
古
墳
か

ら
は
、
管
玉
２
点
、
切
子
玉
２８
点
、

濃
い
青
色
を
し
た
ガ
ラ
ス
製
の
丸
玉

５１
点
と
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
玉
類
も
出

土
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
ま
が
玉
や
玉
類
は
、
首
飾

り
と
し
て
、
現
在
、
八
个
岳
総
合
博

物
館
の
常
設
展
示
室
に
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
バ
ラ
バ
ラ
の
状
態
で
出
土
し

た
た
め
、
副
葬
さ
れ
た
当
時
か
ら
首

飾
り
の
形
状
を
し
て
い
た
か
は
定
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
さ
約
９０
㎝
と

大
振
り
の
も
の
に
な
り
ま
す
。

諏
訪
に
限
ら
ず
、
日
本
の
歴
史
を

読
み
取
れ
る
よ
う
な
古
墳
で
す

　疱
瘡
神
塚
古
墳
は
、
石
室
の
平
面

形
が
珍
し
い
T
字
形
を
示
す
６
世
紀

前
半
頃
の
古
墳
で
、
群
馬
の
一
部
の

古
墳
と
共
通
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

群
馬
と
の
繋
が
り
を
連
想
さ
せ
ま
す
。

　当
時
、
諏
訪
地
域
は
稲
作
に
不
利

な
土
地
で
し
た
が
、
古
墳
時
代
に
馬

の
飼
育
が
広
が
り
、
多
く
の
牧
｟牧
場
｠

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
馬
は
軍
事
力

と
し
て
重
視
さ
れ
、
同
古
墳
か
ら
も

多
数
の
馬
具
が
出
土
し
て
お
り
、
ヤ
マ

ト
政
権
と
結
び
つ
き
、
騎
兵
な
ど
の

軍
事
的
役
割
を
担
う
豪
族
が
登
場
し

た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
ヤ
マ
ト
政

権
に
と
っ
て
は
、
周
辺
の
豪
族
に
対
抗

し
つ
つ
、
東
国
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る

た
め
に
諏
訪
の
中
小
豪
族
を
直
属
の

兵
と
し
て
重
要
視
し
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　諏
訪
は
古
東
山
道
と
い
う
奈
良
か
ら

関
東
を
結
ぶ
主
要
路
線
の
要
衝
で
、

人
や
文
化
の
往
来
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と

が
、
こ
の
古
墳
か
ら
読
み
取
れ
ま
す
。

　こ
の
古
墳
や
出
土
品
か
ら
は
、
諏
訪

だ
け
な
く
日
本
の
歴
史
ま
で
も
見
え

て
く
る
点
に
ロ
マ
ン
が
あ
り
ま
す
ね
。

普
段
表
に
出
て
い
な
い
市
内
の

お
宝
を
見
て
ほ
し
い

　企
画
展
で
は
、
大
塚
古
墳
か
ら
出

土
し
た
刀
、
馬
具
、
銅
鋺
、
鉄
鏃

｟鉄

の
矢
じ
り
｠
、
鉄
製
の
耳
環
な
ど
が
並

び
ま
す
。
特
に
銅
鋺
は
仏
教
儀
式
に

用
い
ら
れ
る
大
陸
由
来
の
金
属
器
の

た
め
、
古
墳
か
ら
の
出
土
は
珍
し
く
、

７
世
紀

｟古
墳
時
代
の
終
わ
り
頃
｠
に

作
ら
れ
た
大
塚
古
墳
だ
か
ら
こ
そ
出

土
し
た
も
の
だ
と
言
え
ま
す
。

　恐
ら
く
信
仰
の
た
め
で
な
く
、
物
珍

し
さ
か
ら
納
め
た
可
能
性
が
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
当
時
は
、
金
属
光
沢
も

新
鮮
で
、
見
た
人
々
が
驚
い
た
様
子

が
想
像
で
き
ま
す
ね
。

　今
回
の
企
画
展
で
は
、
大
塚
古
墳
に

限
ら
ず
、
普
段
収
蔵
庫
な
ど
に
保
存

し
て
い
る
お
宝
な
ど
を
数
多
く
展
示

し
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
に
見
に
来
て

も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　大塚古墳出土の銅鋺　 て
つ 

ぞ
く

ど
う 

わ
ん

せ
ん 

ど
う

く
ま 

ん 

ど
う

く
つ
わ

わ
ん

こう た ろうゆ  り

6

茅野の古墳はとてもユニーク！
　市内に点在している古墳は非常にユニークな歴史を持つものばかりです。しかし、地域の中にある古墳
には人々から忘れられてしまったものもあります。ここでは、企画展と合わせて、地域の新たな魅力を創出
する機会となるよう、企画展とも関連が深い古墳についてご紹介します。

企
画
展

●場所　茅野市八ヶ岳総合博物館

●特別協力　独立行政法人国立文化財センター、 東京国立博物館

●料金　通常入館料 （４００円）

【ギャラリートーク （申込不要）】　場所：八ヶ岳総合博物館

・１０月１０日㈮　①１０時３０分～１１時３０分　②１３時３０分～１４時３０分

・１１月２２日㈯、 ３０日㈰　両日とも１１時３０分～

古墳の茅野 ‒ 地域のなかの古墳 ‒
10月4日（土）～12月14日（日）

大
塚
古
墳（
跡
）

大塚古墳跡に建てられた過去の社殿

1_疱瘡神塚古墳より出土した 『子持高坏』

（器台の上に蓋付きの坏が５つのっている。 出土当

時は坏が１個、 蓋が２個のみ残っていたが、 器台に

跡が５個あったことで、 現在の形に復元。）　2_古墳

の上部にある疱瘡神を祀った祠　3_調査時に作成

された古墳の平面図　4_現在の古墳の様子 （大き

な岩は天井岩の一部で、 特徴的なT字形の石室

も確認できる。）

現在の社殿跡地 （仲町の交差点）

疱
瘡
神
塚
古
墳

 
ほ 

う  

そ 

う  

が 

み  

づ 

か 

出典：ColBase(https://colbase.nich.go.jp/)

出典：鳥居龍蔵 『諏訪史』 第１巻　大正13年 （1924年）

天井岩 羨道

1_大塚古墳出土のまが玉などの玉類を組

み合わせた首飾り　2_大塚神社跡に残る

石碑　3_仲町区民館内の大塚神社の社

殿　4_大塚古墳より出土した馬具の一部

茅野市塚原林野利用農業協同組合寄託 茅野市塚原林野利用農業協同組合寄託

文化財課　文化財係

担当者の推しポイント!

玄室

担当者の推しポイント!

企画展では、 レプリカの写真も展

示します。 ぜひ、 当時の人々の驚

きを想像してみてください。 堀川　洸太朗さん

文化財課　博物館係

南澤　侑李さん

茅野市塚原林野利用農業協同組合寄託

１

１

2

4

3

2

4

3

疱
瘡
神
塚
古
墳
の
概
要

　宮
川
高
部
に
あ
る
古
墳
で
、
熊
野
堂
墓
地

の
南
側
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
草

木
や
堆
積
土
に
覆
わ
れ
て
、
全
容
を
確
認
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
墳
丘
が
残
り
つ

つ
も
古
墳
上
部
は
失
わ
れ
、
横
穴
式
石
室
が

露
出
し
て
い
ま
す
。

　石
室
は
全
長
5
・
5
ｍ
の
T
字
形
で
、
羨
道

と
呼
ば
れ
る
石
室
の
入
口
の
先
に
、
垂
直
に

玄
室

｟
遺
体
が
安
置
さ
れ
る
部
屋
｠
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
古
墳
上
部
に
は
、

古
墳
の
名
前
の
由
来
で
も
あ
る
疱
瘡
神
を

祀
っ
た
祠
が
あ
り
ま
す
。

出
土
品
に
つ
い
て

　出
土
品
に
は
、
碗
や
坏
、
鉄
製
の
轡
な
ど

が
あ
り
、
重
要
美
術
品
と
し
て
認
定
さ
れ
、

現
在
、
東
京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い

ま
す
。

　中
で
も
代
表
的
な
子
持
高
坏
と
い
う
須
恵

器
は
、
形
が
非
常
に
特
徴
的
で
、
古
墳
で
執

り
行
わ
れ
た
ま
つ
り
の
際
に
、
食
べ
物
を
入

れ
る
た
め
の
器
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
た
経
緯

　明
治
４３
年
、
杖
突
街
道
の
修
繕
工
事
が
行

わ
れ
た
際
に
、
架
け
橋
の
平
石
が
必
要
に
な

り
、
近
隣
に
あ
っ
て
既
に
石
室
が
露
出
し
て

い
た
こ
の
古
墳
を
発
掘
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
発
掘
の
際
に
、
子
持
高
坏
な
ど

の
資
料
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　明
治
４３
年
６
月
に
、
長
野
県
知
事
か
ら
宮

内
省
に
報
告
を
す
る
と
、
発
掘
品
を
差
し
出

す
よ
う
指
示
が
あ
り
、
明
治
４４
年
に
東
京
帝

室
博
物
館

｟現
在
の
東
京
国
立
博
物
館
｠
に

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

大
塚
古
墳
の
歴
史

　大
塚
古
墳
は
、
J
R
茅
野
駅
の
周

辺
に
あ
る
上
川
河
床
古
墳
群
の
一
つ

で
、
茅
野
駅
西
口
か
ら
南
へ
約
３
０
０

ｍ
進
ん
だ
踏
切
際
に
あ
り
ま
し
た
。

　し
か
し
、
明
治
２４
年
に
道
路
の
石
材

を
得
る
た
め
に
、
古
墳
の
発
掘
が
行

わ
れ
、
発
掘
が
終
わ
る
と
、
大
塚
古

墳
の
跡
地
は
大
塚
神
社
と
な
り
、
社

殿
と
石
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
駅
前
の
開
発
に
伴
い
、
社

殿
は
仲
町
区
民
会
館
の
そ
ば
へ
移
転

し
、
か
つ
て
の
社
殿
跡
地
に
は
、
石
碑

の
み
が
残
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
踏

切
前
の
跡
地
で
は
、
そ
の
石
碑
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　左
２
枚
の
写
真
は
、
か
つ
て
大
塚

古
墳
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
社
殿
と
現

在
の
仲
町
の
交
差
点
の
写
真
に
な
り

ま
す
。

企
画
展
に
つ
い
て

　企
画
展
で
は
、
茅
野
市
域
に
築
造

さ
れ
た
古
墳
の
地
域
的
特
徴
と
い
う

観
点
か
ら
、
そ
の
被
葬
者
や
社
会
的

背
景
に
迫
っ
て
い
き
ま
す
！

　ま
た
、
従
来
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
茅
野
市
域
の
古
墳
時
代
の

造
形
美
術
の
品
々
を
多
数
展
示
い

た
し
ま
す
。

　茅
野
は
、
縄
文
時
代
に
と
ど
ま
ら

ず
、
古
墳
時
代
の
重
要
な
発
見
も
相

次
ぐ
、
歴
史
の
魅
力
が
凝
縮
さ
れ
た

エ
リ
ア
で
す
。
そ
ん
な
茅
野
の
発
見
を

企
画
展
で
覗
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

出
土
品
に
つ
い
て

　大
塚
古
墳
か
ら
は
、
直
刀
・
刀
装
具
・

馬
具
・
銅
鋺
な
ど
の
副
葬
品
や
、
ま

が
玉
等
が
出
土
し
ま
し
た
。
特
に
銅

鋺
は
、
全
国
的
に
み
て
も
出
土
例
の

少
な
い
貴
重
な
も
の
で
す
。

　ま
が
玉
は
２１
点
出
土
し
、
材
質
も
メ

ノ
ウ
・
水
晶
・
滑
石
と
複
数
の
石
材
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
塚
古
墳
か

ら
は
、
管
玉
２
点
、
切
子
玉
２８
点
、

濃
い
青
色
を
し
た
ガ
ラ
ス
製
の
丸
玉

５１
点
と
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
玉
類
も
出

土
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
ま
が
玉
や
玉
類
は
、
首
飾

り
と
し
て
、
現
在
、
八
个
岳
総
合
博

物
館
の
常
設
展
示
室
に
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
バ
ラ
バ
ラ
の
状
態
で
出
土
し

た
た
め
、
副
葬
さ
れ
た
当
時
か
ら
首

飾
り
の
形
状
を
し
て
い
た
か
は
定
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
さ
約
９０
㎝
と

大
振
り
の
も
の
に
な
り
ま
す
。

諏
訪
に
限
ら
ず
、
日
本
の
歴
史
を

読
み
取
れ
る
よ
う
な
古
墳
で
す

　疱
瘡
神
塚
古
墳
は
、
石
室
の
平
面

形
が
珍
し
い
T
字
形
を
示
す
６
世
紀

前
半
頃
の
古
墳
で
、
群
馬
の
一
部
の

古
墳
と
共
通
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

群
馬
と
の
繋
が
り
を
連
想
さ
せ
ま
す
。

　当
時
、
諏
訪
地
域
は
稲
作
に
不
利

な
土
地
で
し
た
が
、
古
墳
時
代
に
馬

の
飼
育
が
広
が
り
、
多
く
の
牧
｟牧
場
｠

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
馬
は
軍
事
力

と
し
て
重
視
さ
れ
、
同
古
墳
か
ら
も

多
数
の
馬
具
が
出
土
し
て
お
り
、
ヤ
マ

ト
政
権
と
結
び
つ
き
、
騎
兵
な
ど
の

軍
事
的
役
割
を
担
う
豪
族
が
登
場
し

た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
ヤ
マ
ト
政

権
に
と
っ
て
は
、
周
辺
の
豪
族
に
対
抗

し
つ
つ
、
東
国
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る

た
め
に
諏
訪
の
中
小
豪
族
を
直
属
の

兵
と
し
て
重
要
視
し
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　諏
訪
は
古
東
山
道
と
い
う
奈
良
か
ら

関
東
を
結
ぶ
主
要
路
線
の
要
衝
で
、

人
や
文
化
の
往
来
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と

が
、
こ
の
古
墳
か
ら
読
み
取
れ
ま
す
。

　こ
の
古
墳
や
出
土
品
か
ら
は
、
諏
訪

だ
け
な
く
日
本
の
歴
史
ま
で
も
見
え

て
く
る
点
に
ロ
マ
ン
が
あ
り
ま
す
ね
。

普
段
表
に
出
て
い
な
い
市
内
の

お
宝
を
見
て
ほ
し
い

　企
画
展
で
は
、
大
塚
古
墳
か
ら
出

土
し
た
刀
、
馬
具
、
銅
鋺
、
鉄
鏃

｟鉄

の
矢
じ
り
｠
、
鉄
製
の
耳
環
な
ど
が
並

び
ま
す
。
特
に
銅
鋺
は
仏
教
儀
式
に

用
い
ら
れ
る
大
陸
由
来
の
金
属
器
の

た
め
、
古
墳
か
ら
の
出
土
は
珍
し
く
、

７
世
紀

｟古
墳
時
代
の
終
わ
り
頃
｠
に

作
ら
れ
た
大
塚
古
墳
だ
か
ら
こ
そ
出

土
し
た
も
の
だ
と
言
え
ま
す
。

　恐
ら
く
信
仰
の
た
め
で
な
く
、
物
珍

し
さ
か
ら
納
め
た
可
能
性
が
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
当
時
は
、
金
属
光
沢
も

新
鮮
で
、
見
た
人
々
が
驚
い
た
様
子

が
想
像
で
き
ま
す
ね
。

　今
回
の
企
画
展
で
は
、
大
塚
古
墳
に

限
ら
ず
、
普
段
収
蔵
庫
な
ど
に
保
存

し
て
い
る
お
宝
な
ど
を
数
多
く
展
示

し
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
に
見
に
来
て

も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　大塚古墳出土の銅鋺　 て
つ 

ぞ
く

ど
う 

わ
ん

せ
ん 

ど
う

く
ま 

ん 

ど
う

く
つ
わ

わ
ん

こう た ろうゆ  り
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